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題名：有明海

背景・ねらい]=

タイラギは、有

るが、2001 年
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※貝柱歩留まり

２）夏季の斃死
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タイラギ垂下

季の斃死軽

た、漁業者の

必要がある。

今後の対応] 

斃死軽減対策

実施 

タイラギの収容

その他] 

究期間：平成

究担当者：資

タイラギ

平成

海佐賀県海

=現状 
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垂下式養殖
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養殖による貝

減対策、養殖
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策（タイラギの

容数をアップ

成 25 年度～

資源研究担当

ギの殻長と貝柱重

25 年度

海域における

県海域にお

不明の「立ち

低迷し、タイラ

の経営安定

殖技術の開発

採捕したタイ
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よりも 1.5～4

ったのに対し

に占める貝柱重

残状況が不

貝柱の肥育効

殖に用いる垂

プを図るため

の早期垂下）

プさせる垂下

 

当 福元 亨

重量との関係 

度水産研
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効果について

垂下ネットの
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研究成果
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殖は 5.8～13.8
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ては一定の成
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防止対策（垂下
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